
1 

会 議 録 

会 議 名 令和６年度第２回戸田市障害者施策推進協議会 

開催日時 令和７年１月２８日（火） 午後２時～午後４時 

開催場所 戸田市役所５階 大会議室 A 

会長氏名 田中 恵美子 
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事 務 局 
健康福祉部 山下次長 

障害福祉課 石橋課長 金田主幹 廣井副主幹 寺本副主幹 奥冨副主幹 

松本主任 鈴木主任 及川主任 大原主事 

議  事 （１）精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの構築について 

会議結果  別紙、会議の経過のとおり 

会議録確定  令和７年 ３月 ３１日 会長氏名 田中 恵美子 
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会議の経過 

会議の進行・発言内容・決定事項 

１．戸田市障害者施策推進協議会開会 

事務局より、開会が宣言された。委員１９名のうち１４名の出席のため、過半数に達

し、本協議会が成立することが確認された。 

２．あいさつ 

会  長 会長あいさつ 

会議の進行・発言内容・決定事項 

３．議事 

議題 1 精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの構築について 

事務局 議題１について、資料１に基づき説明 

委員 アセスメントシートの②の令和６年度に実施する取り組みの地域移

行支援事業に関するパンフレットの作成及び周知について、誰を対象

に周知、理解を求めていくのか教えてもらえるか。 

事務局  手引きの対象として、まず関係機関の方や医療機関の方に制度のこ

とを知ってもらいたく、今回は支援機関や医療機関向けに作成した。

ただ先ほどご説明した通り、市民向けの手引きについてはもう少しか

み砕いてわかりやすいようなかたちで作成できればと考えている。 

会長  手引きはもう配っているか。 

事務局 まだ配っていない。今回の委員の皆さまにいただいた意見をもとに

再度検討したい。 

会長 具体的な配布先はある程度決まっているのか。 

事務局 支援者向けに作っているため、自立支援協議会でも意見等をもらい

考えていければと思っている。 

委員  最後の実施機関の一覧についてである。私は上戸田に住んでおり、

「ひかり」に日頃支援してもらっているが、担当地区を見ると異なる

事業所が記載されている。これはなぜか。 

会長 基本的に担当地区は決まっているのか。 

事務局 今記載されている「ひかり」と「四季」が、市から委託している事

業所である。担当地区というかたちで分かれてはいるが、必ずしも担

当地区を管轄している事業所に相談しなければいけないわけではな
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い。今のままの「ひかり」に担当してもらい問題ない。 

会長 他にいかがか。 

委員 手引き４ページの③地域移行支援の申請から利用の流れである。サ

ービスの利用開始と退院後の準備ということで「６か月以内（利用期

間）」と記載されているが、週単位や１か月単位の利用時間は決まっ

ているか。 

事務局 利用期間は決定するが、利用時間については決まっていない。 

委員 グループホームの利用状況調査、集計結果だが、集計を取られたと

いうことは、課題や今後につながる施策等を考えてアンケートを集計

していると思う。その辺りは今後どのようにつなげていくのか。 

事務局 今回のアンケートについて、各施設の空き状況が戸田市の支援機関

に情報提供されているか、情報共有されているかどうか、これを調査

することが目的である。また、その部分が課題と考えていた。今回ア

ンケートした結果、回答をもらった９施設、全てにおいて空き状況は

情報共有をしていると回答をもらったので、情報共有についてはでき

ていると考えている。 

ただ先ほども説明したが、全ての支援機関に共通した情報共有が行

われているかどうかの部分については改めて確認しながら、自立支援

協議会でも話し合って共有の仕方を検討していきたいと思っている。 

委員 情報共有できているかどうか確認するためにアンケートを取ったの

であれば、これは情報共有できているという結果が出たため、この状

況調査が終了となるのか。情報共有できているかできていないかとい

うことであればヒアリングだけで良かったのかなと思う。 

会長 今回はグループホームの空き状況についての情報共有だけに絞った

アンケートでいいのか。それを公表するかどうかについては、「は

い」と「いいえ」で分かれたという理解でいいか。 

事務局 公開可否について⑧番で触れているが、こちらの公開というのは戸

田市のホームページでの公開ということを質問したものになり、こち

らについては回答いただけなかった２つのグループホームを含めると

「いいえ」が５つのグループホームからとなる。約半数が公開しない

でほしいという意見をもらっており、戸田市のホームページでの公開

は見送る、というかたちで考えている。 

委員 それはどこまでの情報を公開するのか、何か提案があったというこ

とか。満床かどうかを公開しないのか、それともグループホーム自体

の存在を公開しないということか。 

事務局 前提として、戸田市ではグループホームの名前自体は市のホームペ

ージで公開している。また、希望者の方に一覧表を配っている。 

ただ、現在、②番の業務形態、定員数、④番の障害種別までは公開
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していない。今回はこの部分も含めて公開はどうか各グループホーム

に照会し、回答をもらえなかった２つの所を含め５つのグループホー

ムから公開しないでほしい、という回答が来ている状況である。 

当初、公開する内容として障害種別まで公開しようかと考えてい

た。 

委員 グループホームを利用したい当事者側の気持ちからすると、一番は

じめに知りたい情報は、戸田市にグループホームがいくつあって、入

れるグループホームがいくつあるかだと思う。もちろん大前提として

障害によって断られてはいけないから、空いている施設があるかどう

かをとにかく知りたいというのが一番はじめである。⑤番では、一年

を通じて定員を満たしているか、「はい」が９となっている。おそら

くこの状態が何年も続いていて、例えば学校を卒業後、もしくは退院

後に今すぐグループホームを使いたいという方が使えない状況が何年

も続いているのではないかと思う。その情報はおそらくアンケートを

取らなくてもずっと認識していて、グループホームの課題はその状態

がずっと続いていることなのではないかと思った。 

もちろん事業形態や定員数、障害種別の公開も必要なのかもしれな

いが、すぐに利用したい当事者の人たちにとっては、そこではなく、

入れるところがいくつあるかという情報が知りたいと思うのだが、そ

れはどうやったら知れるのか。 

先ほどおっしゃったように情報共有はできているが、例えば私たち

が障害福祉課に相談に行ったときに、市内にはこういうグループホー

ムがあると紹介はされるが、ではそこの施設が空いているのかどう

か、いつなら入れるのかまではわからないということなのかと感じ

た。 

そこが一番問題である。もちろん今問題となっているのは精神障害

がある方の行き場がないということだと思うが、施設に入れないこと

に関しては全ての障害を持つ人たちの課題なので、一番大事なところ

が置き去りになり、他の細かいところだけアンケートをしているよう

な印象を受けてしまった。 

事務局 空き状況等について話があったが、戸田市の場合だと、例えば施設

に入りたい障害のある方がいた場合、相談支援事業所がついているか

と思う。今回のアンケートを見ると、相談支援事業所にはそういった

施設の情報が共有されているということを確認できているので、相談

支援事業所を通じて確認してもらえると思っている。 

あとは施設全体に関して意見をもらったが、民間の話ではあるの

で、今もらった意見等を踏まえ今後どうしていくのか、計画に基づい

て考えていければと思う。 

会長 まず施設の数が足りていないというところか。そのあたりはまた、

計画の方で対応していかなくてはいけないことだと思う。 
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４．報告 

１ 戸田市地域自立支援協議会について 

事務局 報告１について、資料２に基づき説明 

会長 ただ今の説明について何か質問などあればお願いする。自立支援協

議会で具体的な話がされていると思うので、先ほどのグループホーム

の件などぜひ、こちらに上げてもらえるといいと思う。ではよろしい

か。 

２ 戸田市立心身障害者福祉センターについて 

事務局 報告２について、資料３に基づき説明 

委員 すみません。 

会長 では説明が終わってから。 

委員 先に話してもよいか。皆さんに知ってもらいたい部分を話す。心身

障がい者福祉センターには以前から要望を出しているが、ろう者など

聞こえない人のためのパトライトというのが付いているのだが、エレ

ベーターが故障したときのろう者対応がないし、他の施設でも同様だ

と思う。各施設に知らせるランプがないとか、エレベーター利用者に

知らせる方法がないなどという状況が続いているので、市民の皆さん

が使えるようにということで、ぜひ、ろう者対応のものを付けていた

だきたいと思っている。その辺りのことを皆さんに知ってもらいたい

と思い、発言した。 

会長 では、説明を最後まで続けてほしい。 

事務局 説明を続ける。最後にアンケートの回答については、すべて反映で

きるわけではないが、もらった意見についてはしっかりと受け止めて

いきたいと思う。報告は以上である。 

会長 では、質問や意見があればお願いする。 

今、委員が言われたのは、アンケート裏面の呼び出し点灯ランプと

いうのが書いてあるが、これがトイレだけではなくて、館内のエレベ

ーターの辺りにもあった方がよいといった意見と理解してよいか。 

委員 そうである。 

会長 それでは皆さん、アンケート表面の①の１、必要な機能の場所に書

いていただいたらよいと思う。 

他に意見はあるか。 
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委員 わからない。 

会長 知的障がいの方もわかりやすいような、アナウンスできるようなも

のがあったらいかがか。 

委員 しばらく行っていないので、よくわからない。 

会長 では、わからない場合は、皆さんが想像して必要な機能を書いてい

ただくということでいかがか。 

委員 市の建物の関係で、福祉センターの建て替えなどの、話を聞いてい

るが、福祉センターと障害福祉課との連携、バリアフリーのトイレを

福祉センターにつけるとか、そういう話も今後進んでいくのだろう

か。 

会長 市内にある他の施設ということか。 

委員 そうである。 

会長 これは心身障害者福祉センターと他に１か所か。 

委員 福祉センターは、建て替えを計画している福祉センターを含め 3 棟

あるので、障がい者が使いやすい、このアンケートには示されていな

いが、そこでも設置できるのか、障害福祉課と担当課とやっているよ

うなのを聞きたい。 

会長 他に検討している福祉センターで同じようにバリアフリーや環境整

備も検討してほしい、できるのかということを聞きたいのか。 

委員 もう一つ、他の人も福祉センター利用しているのではないか。 

会長 もちろん皆さん、利用するかとは思うが、それは、この場ではわか

らないと思う。 

委員 今後だと思うが、少しでも検討していただき、設置してもらえたら

よいと思うので、お願いする。 

会長 それは、その他ご意見というところに、書いていただくとよいと思

う。 

委員 説明にあったかもしれないが、このアンケートを委員だけではな

く、他の皆さんからも意見をいただくアンケートがあるのか、委員の

他に、どんな人に配布するとの話はあったか。 

事務局 アンケートに関しては、施策推進協議会の委員皆さま宛のアンケー

トとして実施しているものである。 
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委員 心身障害者福祉センターをいつも利用している利用者が、一番意見

があるのかと思うのだが、施設に要望や意見書を受けるものが、何か

あったりするのか。 

事務局 心身障害者福祉センターでは、事務室の前に意見箱を設置している

ので、意見があれば、そこにお願いするものとなる。 

委員  回答のやり方に関連した質問なのだが、このアンケートは選択式で

はなくて、書込み式で始まっていて、内容をよくわかっている方が、

今の状況にプラスアルファで、さらに良くなるような知恵を出す質問

のような感じがする。利用者の方や他の方に聞くときは、選択肢で、

他にどういうものが欲しいかとか○をつけていって、または記号を選

ぶような形の方が回答しやすいと思う。よく分かっている方に聞くの

はこれでのよいが、それ以外の方に聞くのであれば、その点も工夫し

ていただけたらと思う。 

会長 どうでしょうか。 

事務局 アンケートについては、施策推進協議会の委員の方々に行っている

もので、意見として記載してもらえればと思う。 

会長 施策推進協議会の委員の皆さんが、まずこのアンケートに答えても

らって、他の方については、例えばセンターの事務局のところに「回

収についてご意見があればぜひお聞かせください」等書いて、積極的

にアンケートを取るような感じではないが、「意見を聞きましょう」

というような、いつも施設を使っている方が何気なく事務局に言える

ような感じにしてくれるとよいと思う。簡単なアンケートを作るとい

うことではあるが。 

委員 もし可能ならば、選択式もそうだが、会館に行かないとアンケート

が取れない傾向もあるので、この２月２８日までの２か月間に会館に

行かない方もいると思うので、ＱＲコードとか戸田市のホームページ

の中で、アンケートを回答できるようなことも担保してもらえたらと

思う。 

会長 ホームページにＱＲコードを載せてみるのはいかがか。 

委員 うちの子どもや我々の団体からの学齢部の子どもが、この福祉セン

ターの事業に参加している子がたくさんいる。福祉センターの方が毎

年この時期になるとアンケートを取り、今年の振り返りの質問や、今

後どういったサロンの希望があるかなどのアンケートを必ず取ってく

れて、それに答えていくつか増えた事業もある。せっかく福祉センタ

ーの方がやっているので、そことの情報共有というのはされているの

か。 

実際に障がい者サロンの方たちの声を聞くのが一番重要かと思う。

たぶん皆さんもそれを言っていると思うが、実際に活動に参加してい

る人たちが、あまり改修があるというのを知らない人が多いので、ま

ずはそこの周知と、続けて必要なものがあればということを、再度実
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際使っている方に届くような配慮をしてもらえると、なおありがたい

と思う。 

たぶん、各団体から施策推進協議会で出た情報を提供していると思

うが、市がせっかくこうやって“声を聞きます”と言っても利用され

ている方に届いていないのがもったいないと思うし、それがされると

使っている方の声が届くと思うので、ぜひお願いしたい。 

会長 では、センターと協力してなるべく利用されている方の声を拾うか

たちで、進めていただくということでよろしいか。 

事務局 福祉センター等についても必要に応じて情報の共有を図る検討はし

ていきたいと思う。また周知等についても、周知できる段階になった

ら情報を適切な時期を見極めて対応していきたいと考えている。 

会長 改修のプロセスの中で、なるべく後回しにならないように、建物が

出来てからだと大変なので、できるだけ早めに意見はもらうのがよい

と思う。分かりやすい形で意見をもらえるようにお願いしたいと思

う。 

委員 心身障害者福祉センターについてなのだが、私が最後に行ったのは

２０１２年２月ごろで、どのような施設であったか忘れてしまってい

る。意見を求められていると思うが、何も意見が浮かんでこない。そ

ういった場合はどうしたらよいか。 

会長 回答する時は事務局にも手伝ってもらい、たくさんの意見を持って

いると思うので、分からないことがあっても大丈夫だと思う。施設に

関しての意見を言っていただくので、知的障がいのある人が必要と思

う情報の共有や、回答するときには事務局がサポートに入るというこ

とでよろしいか。ぜひよい意見をいただきたい。 

他にいかがか。 

委員 １５年ほど前だったか。ハートビル法というのが、今は新しく名前

が変わったのか。バリアフリー新法の中であるか、そういった法律が

あると思う。そういったところにはガイドライン、フォトマップであ

るとか、エレベーターの幅を広く、通路の幅は広く等、法律上あると

思うのだが、そういったものがあるにも関わらず、センターについて

は、当時建造された当初のままであったと思う。そのあとも改修が特

になされていないので、そういったところも含めて、現在の仕様に合

わせて改修をしてもらえたらと思う。 

会長 大変もっともな意見をもらったが、その辺りは法律なので守られる

前提でよろしいか。 

委員 事務局の意図としては、今回は大規模改修であり、建物自体はその

ままで改修を行っていく。施設の電気や給排水設備も古く、トイレ、

エアコン等も使えなくなることから、施設の基幹部分の改修がメイン

であり、改修の方針としては、建物を長寿命化することである。建て

替えとは違うため、さきほど法律の話で出た点については、専門的な

言い方となるが、既存不適格の場合がある。 
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一方、障がい者の方が使う施設でもあるため、改修を行っていく手

順のなかに、必要な方から意見を聞くことも考えていることから、さ

きほどアンケートを行う理由で説明した際に、この会議に参加してい

る各会の代表の委員皆さまから意見を集めるということで説明させて

もらった。建て替えであれば解決できる問題もあるが、今回は、給排

水や電気設備をメインに直す改修であるため、その他に出来ることと

して、今回、トイレの改修を考えアンケートの案内をさせてもらって

いる。色々な意見を頂き、また頂いた意見はなるべく反映したいとは

考えているが、改修には限りがあり、改修が可能な部分、建築的に改

修が難しい部分などの制限もあるので、基本的には現在の機能を維持

していく建物となっている。 

改修工事の期間中は、施設は使えなくなるが、新しい機能や障がい

者の拠点について等の意見をいただき、施設が再開するにあたり、運

用面で活かしていければと考えているので、意見をお願いしたい。 

委員 施設の耐用年数というのは決まりがあると思うが、川岸の市営住宅

は建ってから４０年近くになる。その耐用年数というのも４５年とな

っていると思うが、そういった設備はすでに超えているのではないか

と思うし、他の施設も同じだと思うので、早めに施設の耐用年数を超

えないように建て替え等、検討していただけたらいいと思う。 

会長 今回は、この心身障害者福祉センターについて皆さんから意見をも

らい、必要に応じて反映してもらいたいところだが、制限があるな

か、できるだけ何とかしたいという、せめぎ合いのところである。古

いものを改修して使っていくことは難しいところはある。２月２８日

までにたくさん意見をもらい、可能な範囲で反映していくということ

で、進めていただきたいと思う。 

３ 戸田市手話言語条例施策推進方針の事業について 

事務局 報告３について、資料４に基づき説明 

会長  ただいまの報告について何か意見や質問があったらお願いする。 

委員 手話言語に関する取り組みをしてもらい、ありがとうございます。

一つ聞きたいのだが、出前講座について、その講師は聞こえる方なの

か。聞こえない方なのか。どのように考えているか。 

会長  出前講座、実施されているということだが聞こえる方なのかどう

か。 

事務局 講師だが障害福祉課の職員と手話通訳派遣事務所の職員で実施して

いるので聞こえる人が講師をしている。 

委員 当事者、聞こえない人が話をしてもらう。こういう手話で話をする

のだとか手話はどういうものなのか見てもらうというのが大事だと思

う。以前にも聞こえる方が説明してもなかなか理解できないというこ

とがあるのでぜひ聞こえない当事者を呼んでもらいたいと思う。翔陽

高校への派遣も聞こえない人が講師として行っているので、まだ小、
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中学校の方は機会があまりないがぜひ聞こえない人が直接話をすると

いうことを考えてもらいたいと思う。 

会長 いかがか。 

事務局 講師との調整もあるので意見として預かりたいと思う。 

会長 ぜひ当事者の方に活躍してもらいたいなと思うが。 

次に意見などあればどうか。質問など大丈夫か。来年５周年は早

い。楽しみだ。 
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５．その他 

（１）令和６年度市民大学講座・人権講演会について 

事務局 その他（１）について、資料５に基づき説明 

会長 では質問、意見あればお願いしたい。 

委員 質問が２つある。１つは講演の方を参加させてもらった。１部も２

部もとても興味深く、わかりやすくて参加してよかったという感想

だ。隣の部屋でやっていた就労施設の方たちも物品販売も足を運びと

ても良かったと思う。 

質問だが１つ目が、こちらの冊子だが非常にきれいにできていてわ

かりやすくていいなと思った。こちらは市内の小、中学校とかに配布

される予定はあるか。会の方で配布したいと思うが学齢部の方がわり

といるので重複して配ってももったいないというのはおかしいが、市

内の小学校、中学校に配布する予定があったら教えてもらいたい。 

もう１つが、講演会に参加したが２部の猪狩ともかさん、大変内容

も上手で多分活発にこういう講演をされている印象だったのだが、過

去にご自身が YouTube 配信で討論会をされているというビデオがあっ

て、いわゆるアンチ障害者との方のやり取りの映像を使われていた。

すごく刺激的な言い方をされていたので、もちろん、障害を知らない

方たちにとって、あのビデオを観せるのは非常にインパクトがある。

差別をしているというインパクトがある映像だと思うが、当事者であ

ったり、障害者家族にとっては非常に心苦しいというか、あらためて

傷つくビデオだったなというのが印象だった。せっかくいい内容だっ

たが、そこのインパクトで私はドキドキしてしまい、他の内容があま

り入ってこなかったというのが大きい感想だ。 

猪狩さん自身が当事者であったりとか障害者家族が多く参加されて

いるのをわかっていて、あのビデオをあえて流されたのか、あまり知

らなくて普段している知らない人に差別を知ってもらう健常者に向け

ての講演内容だったのかが、どちらだったのかと思い、聞いてみたく

なった。質問はその２つである。 

事務局 パンフレットの小、中学校への配布予定だが、来年度以降に出前講

座の「広めよう！心と情報のバリアフリー」において受講する小学生

に配布する予定となっている。ただこちらについては、学校側の希望

もあり全学校に対して実施ができるわけではないので、よろしければ

希望部数をお渡しさせていただきたい。 

２つ目の質問で、猪狩さんが受講者の方に健常者とか障害者とか、

さまざまな方がいることを知っていたかどうかだが、私たちが講演会

を開催するにあたって、共生社会づくり条例に明記されている当事

者、支援者、健常者、事業者など、多くの方に参加してもらいたいと

いうことを伝えている。 

講演会を開催する主旨を講師に伝え、講演内容については講師にお

任せをしている。様々なご意見はあると思うが、講師の選択であると
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いうことを理解してもらいたい。 

会長 他にはいかがか。 

委員 講演会を聞かせてもらった。２部の講師に質問をしようかと思った

のだが質問出来なかったのでここで質問させてもらいたい。 

点字ブロックについて、去年の秋口だったと思うが、きれいな歩道

が整備され、そこに点字ブロックが設置されている。何曜日か忘れて

しまったが生ごみの日は点字ブロックいっぱいにゴミが山積みになっ

ており、カラスも集まっている。そうすると点字ブロックが使用でき

ないことがあるので対応してもらえないか。 

もう１点は、去年の議会だよりで視覚障害者の方にとって車いすの

利用者にとって点字ブロックが障害物になり得る、という議員さんの

質問があったが、これは少し言い過ぎではないかと思うが、いかが

か。 

会長 場所はどこか。お近くか。 

委員 新曽の二枚橋の信号のところ。 

会長 それはぜひ、対応してもらいたい。 

事務局 点字ブロックまでゴミがはみ出している件については、会議が終わ

ったあと、具体的な場所をお伺いし、関係課に情報共有させてもら

う。 

議会だよりに掲載されている件については、議会でのやり取りの結

果ということをご理解いただきたい。 

会長 他にいかがか。よろしいか。内容的になかなか難しいところもあっ

たようで、私は見ていなくて自分のことしかわからないが。この件に

ついてはこれで。 

（２）令和６年度戸田市障がい者アート展について 

事務局 その他（２）について、資料６に基づき説明 

会長 こちらはいかがか、質問や意見、友坂委員お願いする。 

委員 息子がアート展に出展させてもらった。作品を出品したときに展示

場所を事前に教えてもらいありがたく思っている。 

今回１つだけ残念だったのが、展示場所が市役所だったが、息子は

月曜から金曜まで就労しており、帰宅が夜７時なので、平日はもちろ

ん見られない。ただ開催日時に、１２月１日日曜日から１２月９日月

曜日と記載されていたため、土、日は見に行けると思い、息子を連れ

て行ったが、１２月７日、８日は市役所が閉まっていたので入れずに

帰ってきた。 
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ただ１２月７日に行ったので、もしかしたら文化会館で展示されて

いるかと思い、文化会館に行った。そちらの会場もまだ開始前だった

ので、回廊の方に聞いたが、その方も把握されていなかったため、展

示を見ずに帰ったという状況。 

そうすると、働いている方は市役所の展示を見られないと思い、非

常に残念だと思った。情報提供をして、出展者が学生なのか働いてい

るのか把握しているため、その情報をもとに考慮してもらうか、もし

くは、この間の１２月７、８の土、日は市役所が閉まっているという

ことを、一言書いておいてもらいたかった。来年もぜひ開催してもら

いたいと思っているので、この期間は市役所が閉まっているというと

ころまで、記載してもらえるとありがたい。 

アート展自体は、どこの展示も良くて、素晴らしかったと思う。 

会長 働いている方も含めて出展した皆さんが楽しめるようになるとい

い。他にいかがか。 

委員 去年は息子が１人で作った絵を展示してもらった。今年は３名合作

で１枚出させてもらった。ありがとうございます。 

もう１点あるが、この間テレビを観ていて、３人兄弟の一番上のお

兄さんに障害がある。下の２人の弟さんは双子です。それでお兄さん

が描いた作品を２人の弟さんが本やアルバムにして販売しているとい

ういいお話をテレビで観ました。障害を持っている家族に対して、か

わいそうという言葉は、本当はいらない。皆さんわからないから、か

わいそうと出てしまうのが当たり前だが、いて当たり前なのだから。 

会長 障害者の方のアートがすごく注目されている。先ほど言わなかった

が、パンフレットを作るときには、皆さんに協力してもらい作ったの

で、障害のある人の理解のために、ぜひ使ってもらうといいかと思

う。 

７．閉会 

事務局 今年度に予定している会議は本日が最後である。なお、来年度につ

いては７月頃に開催を予定している。 

それでは本日はこれにて閉会とする。 

以上  

 


